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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
アミノレブリン酸(ALA)は細胞内に取り込まれて腫蕩選択的にプロトポルフィリン IX
(PpIX)として蓄積 し､可視光の照射によって細胞死を誘導する｡天羽隆君は､この光力学
作用の機構を､組織球性 リンパ腫U937を用いて解析した｡その結果､PpIXの細胞内分布が
細胞死のパターンに影響すること､細胞死にミトコン ドリアの膜透過性遷移が関与するこ
と､PpI‡を-ムに変換する過程を抑制すると低濃度のALA投与下でも十分なppIXが蓄積し
て光力学的作用により細胞死を誘導できることを明らかにした｡
予備審査委員会は､本研究が高濃度の ALAによる副作用を改善する上で有益な知見であ
ると判断した｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認めるC
